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　 メ ガ フ ロ ー トに 作用する変動波漂流力の 推定

Estimation　of　Slowly　Varying　Wave 　Drift　Force

　　　　　　　　 on 　Mega −Floats

　　　　　難波康広、島田潔、加藤俊司

　　　　　　　　　平成17年 1月

　　　第 18回 海 洋 工 学 シ ン ポ ジ ウ ム 発 表 論 文集

　 メガ フ ロ
ートの 実用化を目指 し て 設 立 された メ ガ フ ロ

ート技術研 究組 合は、フ ェ
ーズ 1で 基 本技術の 開発 を、フ

ェ
ーズ 2 で 、実用 レベ ル の 技術開発を行 っ た。こ の 問、多

くの 研究者に よ っ て メ ガ フ m 一
トに 関す る研究が集中的

に 行われた が、そ の 中で 長周期変
．
動漂流力評価法に 関す る

研究も行わ れた。こ れは 、係留施設 の 設 計に あた っ て、係

留浮体の 水平面内動揺の 固有周期 と、長周期変動波漂流力

の 同調 に 注意 を払 わな けれ ば な らな い た め で あ る。
　長周期波漂流力の 評価に あた っ て は 、い わゆる 近場法 に

よ り、浮体没水面上 の 圧力積分か らこれを求め る。数値計

算に よ り こ れ を実現す る に は、振 幅波長比 の 2 次の オーダ

ー
の 速度ポ テ ン シ ャ ル ま で 計算 し、そ の 結果を用 い て 圧力

積分を行 えばよい が、実際にそ の よ うな計算を実行する こ

と は 、労力が 大きい た め 、よ り簡便 か つ 実用的に 、変動波

漂流力を評価す る手法の 開発が 求め られた。
　本 論文で は、長周 期変動 漂流力評 価法 に関す るこ れ までの

研究を Roview し、各評価式 の関係を確認 した。また、当所

が港湾空港技術研究所で行っ た水槽試験結果と、対応する島

田 らの 計算結 果を比 較 し、考察 を加 え、数値計算に よ っ て当

所の 方法 と、島田 らの方法に よ る評価結果の 比較を行っ た。

　その 結果、島田 らの 提案する変動漂流力評価法に含まれ る

位相差影響係数の 効果は、当所の 提 案す る評価 法 に も含 まれ

るこ と、島田らの方法で は、相対水位 の周波数応答関数等の

準備 が不要 で、他 の 方法 に比べ て よ り簡便に変動漂 流力を評

価で きるこ と、島田 らの 方法で は、もともと波の 完全反射を

仮 定 して い る た め、波長 の 比 較的長 い と こ ろ で は、大 き 目の

評価結果 を与 え るこ ととな るが、修 正係数を取 り入 れ るこ と

に よ っ て、補正 する こ とが で きる こ と、当所の 提案す る方法

は、波周 期 5 ［s］にお い て、完全反射を仮定する島田法よ りも

小 さめ に漂流力 を見積 もる こ とが確認 された。
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図 ： 変動漂流力 の 標準偏差 に 対 す る 島 田 法 と海 技研 法

　　 の 比 較例（メ ガ 浮体 ：L × B × d＝4770× 1714×2［m ］，計算

　　 条 件 ：波 ス ペ ク トル JONSWAP （γ
＝2），方向分布関数

　　 COS4 型，有義波周期 Ts＝5［s］，水 深 20［mD

（102 ）

　　 沈没船か らの 残存油回収 シ ス テ ム

Oil　Recovery　System　form　Sunken 　Wrecks

　　　　　　 山 口 勝治、原 正
一

　　　　　　　平成 17 年 1 月

　　　　　海 上 防災 1月 号 （No．124）

　世界の 海 に は、総 トン数 150 トン 以 上 の タ ン カ
ー

と総

トン 数 400 トン 以 上 の そ の 他 の 船 舶 を合 わせ て 8，500隻

以上 が 沈没 して お り、毎年約 200 隻が沈没、座礁 して い

る。日本近海 にお い て も、総 トン数 100トン 以 上の 船舶

1，000 隻 程度あ る い は それ 以上沈没 して い る と推定 され、

年間 10隻程度の 沈没事故が発生 して い る。こ れ らの 沈没

船 は、タ ン カーをは じめ貨 物 船、客 船、漁 船、軍艦 な ど

船種 は 多様で あ り、沈 没 に 至 る 原因や経過も各船そ れぞ

れ で ある が、沈没船は 大量の 貨物油や燃料油を船内に残

した ま ま とな っ て い る。

　本稿 で は、沈没船か らの 残存油回収 の 最近の 事例 と し

て 、2002 年 11月 に ス ペ イ ン 沖で 2 つ に 折損 して 沈没 し

た タン カー 「プ レ ス テ ィ
ージ」 で 実施 され た 回収の 経過

や方法 と、残存油を 回収す るた め に 新 た に 船舶に 搭載す

る JLMD シ ス テ ム の 概 要 を紹介した 。

　 ま ず、　 「プ レ ス テ ィ
ージ」 に つ い て の 残 存油回収 に つ

い て は、沈 没 直 後 の 初 動対 策 と して の 4，000m 対 応 ROV

に よる流 出油 量 軽減 作 業、残 存 油 量確 認、燃 料 の 物 性 、

沈船周辺 の 環境条件、海底土 質な どの 調 査 が 行われ た。

さ らに、ホ ッ トタ ッ プ 、回収 弁 の 取 り付 け作 業、シ ャ ト

ル バ ッ グ の 試 作、半 没 水バ ージ へ の 油 移 送 が実 施 され た。
さ らに 、シ ャ トル バ ッ グ は、ア ル ミ製 に 変更 され 改良を

加 え られ 、5 基 に よ っ て 145 日間 で 13，700 トン の 残 存 油

回 収作業 を終了 し た。

　JLMD シ ス テ ム は、フ ラ ン ス の ベ ン チ ャ
ー

企業に よ っ

て 開発 され た もの で 、船 齢、構 造、気 象条件、沈没 船 の

姿勢に 関わ ら ず、1 週 間以 内で 残 存油を 抜 き取 り、油汚

染 の 7〜9 割 を軽減す る こ と が で き、沈没 タ ン カ
ー

か ら安

全 で 迅 速 な残 存油回収 が可 能な船舶へ の 事前設置シ ス テ

ム と されて い る。国際特許が 申請 され、フ ラン ス 船級協

会の 等級認 証 を受け て お り、フ ラ ン ス 政府 も 2004 年 3

月 の MEPC に お い て 、世 界 的 に普 及 す る よ うに 同 シ ス テ

ム の 提案を支援 し て い る。

　シ ス テ ム は、船が 沈没 あ るい は座礁後、これ らの 船の タ

ン ク に 設置 した 配管 とサル ベ ージ船 の 油回収ホース を接

続、水圧（水 と油の 比 重差）を利用 して、動力なしでサル ベ

ージ船に 回収 で き る。1 つ の タ ン クの 作業 が終 了す る と、

次々 に 別の タ ン ク の 残存油を回 収 し、同時 に 複数 の 油回収

ホ
ー

ス を使用 して 回 収効 率を上 げる こ と も可 能で ある。本

シ ス テ ム を用 い て 沈没 船か ら残 存油 を回収 す るには、適 度

な流動性が あるこ とが不 可欠 で ある。こ の 条件下で あれば、

大型 機 材や水 中 ポン プは不 要で、動 力 を利用 せ ず、爆発 の

危 険 の な い 安全 な方 法で 、油 の み で な く海 水 よ りも比 重 の

小 さい ケ ミカル の 回収も可能となる。
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